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1 バイオアヴセイによる水質監視
左合正雄
長・田貞子
土橋勝則
工場排水の排出濃度を定める方法として、パイオアツセイが採用されているが、水
道の水源としての河川中の危険物質を検知するためKも、との方法は有効であると考
えられる。ヒメダカを用いて、室内実験を会と念った。
J"IS kよる工場排水試験方法では、工場排水の急性毒試験は、魚類PてよるTLm 
の測定Kよって表示されるととK定められている。との方法で、供試魚類として、数
種の魚類が提案されている。我々は、入手しやすいヒメダカを用いた場合の実験tてつ
いて検討を行念った。
供試生物は、いつでも同じ条件＝のものカえある一定数以上入手できる必要~1ある。実
験室で供試生物を絶えず飼育して：！：＞＇（ととは非常 Kむずかしい。そのため、市販のヒ
メダカを鴫入し、実験室で適当念馴致をbと念って実験K用いた場合、薬品K対ナる
反応Kどの程度の変動を示すかを調べた。薬品Kは重クロム酸カリウムを用いた。そ
の結果を表－ 1、図－ 1:1;- よび図ー 2~示ナ。
表－ 1~示したよう K、 1 0月から 2月まで、そのつど噂入したヒメダカは7月頃
ふかしたものである。その結果から最小自乗法を用いて直輝をあてはめた。図－ 1~
示したように、直結はほとんど平行し、成長の過程と共K抵抗力が弱〈念ってゆ〈傾
向を示ナ。 TL m と測定日との関係を図ー 2~示す。とのようK、抵抗力の変化K一
定の傾向を示ナ以上、サンプルと同時K、重クロム酸カリウムのよう念対照物質Kつ
いて測定を必と念うととが襲安しν、。しかし、 5カ月聞のTLmの委副主、 281±19.7
PP mで、標準偏差が平均値の6.8 ~ほどであるから、対照物質~.l: る耐性表示を省
略しても実用上は差支え念い。
次K各種の薬品~ついて、同様に測定を行念って、直麓弐を求めた。その結果を表
-2 tc示す。
愛犬、合成洗剤のハード型、ソフト型といわれるものKついて同様tc$.捷を行念い
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その結果を表－ 3tc示す。ハード型tL＜らべてソフト型は24時間TL mが1/3か
ら1/10 を示している。つまり毒性が3倍から 10倍あるというととK念るつ
工場排水の例として、 2つの工場からの排水Kついて測定を行念った。表ー4tLと
れを示す。
以上の主うK、ヒメダカKよるパイオアッセイは、個々の薬品の毒性の判定ゃ工場
排水の急性毒の判定K十分応用できると考えられる。
表－ 1 重クロム酸カリウムの濃度とヒメダカの生存率との関係
玄＝重クロム酸カリウム濃度（ppm）の対数
Y=24時間生存率（係）× 1/10 
測定月 Y= a X + b 
2 4時間TLm
(PP m) 
1 0 Y=-3 2.3 X+ 8 4.9 298 
1 1 Y=-2虫4X+77.5 292 
1 2 Y=-3 7.8X+ 9 7.1 27 3 
1 2 Y=-3 O.SX+7 9.6 279 
Y=-3 1.1 Y + 8 1.1 279 
2 Y=-3 ao x+9 7.2 2 6.7 
2 8 1 （平均値）± 1虫7（標準備差）
so 10月1月
乙／明羽
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生
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図－ 1
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ヒメダカの成長K伴う b Cr2 07 TLmの変化
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図－ 2
表－2 各種薬品の濃度と、ヒメダカの生存率との関係
X.Yは表－ 1と同じ
薬 品 名 Y= a X + b 24時間TLm
オルトクロロフエノール Y=-2 5.5 X+ 3 6.8 
メ ルカブタン Y＝ー23.3X+19.4 
ピ ~ ン Y=-9 3.2 X+ 2 8 6.0 
酷酸エチルエステル Y=-15.7X+37.1 
I 枇 酸 Y=-8 a4X+1 6.6 
硫 酸 亜 鉛 Y=-21.2X+4 2.6 
炭酸ナトリウム Y=-31.7X+84.3 
弗イヒナトリウム Y=-1a7Y+37.9 
表－ 3 合成洗剤の濃度とヒメダカの生存率との関係
X.Yは表－ 1 l'C同じ
(ppm) 
1 7.6 
4.2 
1,033.0 
11 0.0 
2 0.3 
5 9.0 
31 6.0 
5 7.4 
合成洗剤名 Y= a X + b 24時間の TLm(ppm) 
ハード型 I Y=-9 3.8 X+ 166.7 5 5.6 
ソフト型 I Y=-8 7.2X+ 7呪1 7. 1 
胃 1I Y=-8 5.7 X+ 2 9.4 1 9.6 
曹 DI Y=-8 a?X+ 7 0.8 5.5 
- 5ー
TLIIl(DCOD 
(ppm) 
2.7 
0.5 3 
1.7 
0.23 
表－ 4 工場排水の濃度とヒメダカの生存率との関係
X＝排水の濃度（係）の対数
Y=24時間生存率（係）× 1/10 
工場排水 Y= a X+ b 24時間TLm(%) 
清掃工場洗煙排水 I Y=-8 6.2 X+ 1 6 8 I 7 8 
印制工場排水 IY＝ー 47.4X+ 92 I 6a4 
ーもー
2 河川における底泥の挙動に関する基礎実験
左合正雄
茂庭竹生
河川の汚沈は、 B0 DとD0 Kよって、評価される。 DOはB,OD Kよる酸素消費
や再エアνーシヨy、光合成！＇（よる収支が考えられてきた。しかし、汚枕した河川で
は底泥！＇（ .tる酸素消費も無視でき念いと考えられる。そとで、汚泥の酸素消費Kつい
て、基礎的念検討を行走った。
1. 予備実験
まず、河J1 l'C流速のある場合と念い場合で、酸素消費Kどの〈らい影響があるか
をた水深方向l'(DOの差がどの〈らいあるか、の2つUてついて検討した。
実験のフロ－-vー トを図－ 1、2！＇（示ナ。タンクの大きさは表－ 1 ！＇（示すよう K
汚泥面積だけを5とbりにかえた。汚泥は、日本橋Jlの新常盤橋で採取したものを
用い、水は水道水を使用し、再エアレーγョンを~るべ〈防ぐため水面K ピ＝ール
νー トをうかべた。ポンプの循環流量は毎分40 c Cとした。
結果の T例を図－3、 4！＇（示ナ。。型式の流速が~IA場合と D型式の流速がある
場合では、 DO消費K差が生じ、汚泥面積Kよっても差が生じた。しかし水探方向
のDOI'(はほとんど差が認められ左かった。とれは水湿の変化のためタシク内の水
の循環が生じたためと思われる。
2；本実験
予備実験で、水深方向のD0 K差が認められ念いので、本実験は採水口を中央1
カ所とし、予備実験と同じ5つのタンクKついて行念った。フローシートは、図－
5、6！＇（示す。
A型式は実河川を想定し、流水状態とし、 B型式では比較のため、水を循環し、
予備実験のD型式と同様Kした。汚泥と水Kついては、予備実験と同じとした。ポ
yプの流量は毎分80 c 0とし、水面！＇（ピエー ルシー トを浮かべた。
実験結果を、図ー7、81'(示す。図の曲線は、理論式とよ〈一致する。しかし、
理論弐中の保数を正確K求めるととはでき念かった。また、実験の際、汚泥の酸素
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吸収量、硫化物を測定したが、採泥が困難で、エい測定値がえられ念かった。
念会、理論式は、一次反応を想定して、導き出したが、式そのものは本文では省
略する。
図－ 1 。型式
豆 採水孔
可r
汚泥
図－2 D 型式
採水孔
表－ 1 各タンクの底面積と高さ
型 I 底面積（CIA）×高さ（伺！
I I 2,ooox1s 
r I 1. o o o×3 0 
m I 50x60 
-8ー
図－3 0型式のDO変化
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3 汚染された原水の浄化
1. 前塩素処理
佐藤教久
川口士郎
汚沈した原水を浄化するためK前塩素処理が考えられるが、とれの効果Kついて
検討した。実験方法として、ジャーテスタ－~てよる凝集沈でん、小型装置K よる凝
集沈でん念らびに急速砂5過の2通りとし、いずれも前温素処理を行念った場合と
行念わ念かった場合Vてついて比較検討した。
結果Kついて簡単K述べると、前塩素処理Kよって、有機物と細菌はか~P大巾
K除去されるととがわかり、さら~3 過継続時聞を延長さぜるととがわかった。
2. 散水炉過
散水炉過法は下水の処理K従来から使用されてきた。とれを汚沈した河川水の処
理K応用しようとしたものである。
(1）実験方法
実験方法は、直径2o cm、高さ 17 0聞の炉過筒を5段K組みたてた「 5段装
置J1組と、直径1as Ctil.、高さ 20 0 CZ'lの炉過筒の「 1段装置J2組の計5組
を使用した。
流量調節は 5 段処理では、コックの開閉~.l: り、 1 段処理では流量調節装置の
越流管の上下によって行った。
P材としては、 5段装置Kは川砂利を使用し、比較的粗いものを 1段目K、細
かいものを 2、5段目K用いた。 1段装置の一つは、直径25酬の極化ピニール
パイプを 25酬の長さK切断したものを使用し、他の一つKは、 20酬のフルイ
を通過し、 15酬のフルイK残る砕石を使用した。
原点処理水の水質試験として、次の項目を行念った。アンモ＝ア性窒素、亜
硝酸性窒素、硝酸性窒素、陰イオン活性剤L過マンガン酸カリ消費量、 pE値、
濁度、電気伝導度、溶存酸素、 B0 D0 
3段処理では44年7月30日から45年2月6日までの期間で、原水、 1段
ー12-
目、 2段目、 5段目処理水の4つの検水Vてついて水質試験を行念った。ヂ速10 
m/dからはじめ、 1～2週間どとf亡、 20m／也、 50m/d、100m/d
の願Kあげて行き、再び 10 m/d kもどるといったサイクルを全部で5サイク
ル行念った。例外として、第1サイクルl'L1 5 0 m/dのものがい〈っかある。
1段処理の場合は、 44年8月25日から45年2月6日までの期間で、原水、
温ピ許材処理水、砕石処遭水の5つの検水Vてついて水質試験を行念った。 P速は
はじめ 1o o m/dとし、 5ヶ月ほどとれを継続し、 20m/dl'L落して2?" 
月間継続し、再び1(}Qm/d kあげて約1週間で試験を中止した。
(2）実験の結果会主び考察
多量の水質試験データが得られたので、とれらのデータを水温Kより、 5群K
分類した。
I 群 平均水温 2 7 • 8・c
I H H 2 1 . 3 
m 韓 韓 1 7 • 5 
IY 韓 開 1 2 • 9 
v 開 韓 6 • 9 
可E （総平均一全体） 腫 1 8 • 5 
各群の平均水温は上記の通りであり、 Z群とV群の間l'Lは約20℃の温度差があ
る。
NH3-N、AB S、pE、濁度、過マンガン酸カリ消費量Kついては簡単に
説明ナる。
a. NH 3 -N 
表－ 2-15は5段処理、表－ 2-16、表ー2-1 7は1段処理の場合の
NH3-Nの除去情況をしめしている。表ー2-15 ~てよれば、 5段目のろ水
K辛子いて、ろ速を 10、2 0、50、 1 0 0、 1 5 0 (m/d）と変化させる
と、総平均として除去率は97、94、78、56、89 （~）と念る。ただ
し、 150m/dの場合は、 I群のみの値であるから、水温が高い。 また、
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表－2-16、表－2-17'(Cよれば、 20、10 0 (m/d）で、 IV群の場
合の砕石で、 73、45 （%）と念っている。装置として見先場合は、 1段の
方が3段よりも効率がよい。
b A B S 
表－ 2-18は5段の場合のAB Sの除去Kついてまとめたものである。除
去率は水温Vとあまり関係念〈、ろ速が20 m/dの場合K最高であり、 60%
程度と念っている。
c, :p H 
3段の場合のpEの変化のようすを表ー2-19'(Cしめナ。 pEは酸化が進
むと上昇する傾向があきらかK見られる。
d，濁度
濁度除去を表－2-2ovr.しめす。ろ速を変化させ、水温が変化しても、若
干は除去されるととがわかる。しかし濁度除去は期待し念い方がよい。
自．過マンガン酸カリ消費量
表－2-21にその除去程度を示めす。前項の濁度と同様『亡、過マンガン酸
カリ消費量の除去はほとんど期待でき念い。
f. 要約
散水炉過は、 NH3-N, AB Sの除去に効果が認められた。炉材K対する
負荷を少念〈すれば、ほとんど完全KNH3-Nは酸化される。原水の濁度変
化が相当大きいので、酸化作用が生物Kよると考えた場合の生物の活動力の変
化が推定できる若干の資料が得られた。
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表－ 2-15 NH3-Nの除去（3段処理）
群 流 速
10吟l'clay 20喝／包ay 50司／包ay 10 0略／day 150吟／day
原水 1段 2段 5段原水 1段 2段 5段原水 T段 2段 5段原水 1段 2段 3段原水 1段 2段 5段
平均読度ppm 2.11 0.07 0.04 0.0 2 2.92 0.4 2 0.0 6 0.0 1 2D9 0.74 026 023 2.07 1.18 0.40 0.32 2.5 2 1.60 0.51 0.30 
E除去疲度ppm 2D4 2D7 2D9 2.50 2.86 2.91 6.3 5 1.83 1.86 0.89 1.6 7 1.75 0.9 2 2.0 1 222 
除去量桝例Z3' 20A 20.7 20.9 5o.o 57.2 5a2 6ス591.5 9三0 89.0 167.0 1750 1300 3015 33却
平均濃度ppm 2.15 0.19 0.13 0.12 1.74 0.43 0.22 0.12 1.68 0.91 024 0.18 2AO 1.73 1.16 0.82 
E除去濃度ppm 1.96 2.02 2.03 1.3 1 1.5 2 1.6.2 0.77 1.44 1.50 D.6 7 1.2 4 1.5 8 
除去量f~Y 1 9.6 2 02 2 0.3 262 30.4 32A 3a5 72.0 75.D 6 7.0 1240 1580 
平均濃度ppm 221 0.33 0.13 aβ5 3.12 1.08 0.13 0.04 2.07 1.27 0.76 0.64 1.62 122 D.77 0.4 7 
・占
U1 E除去濃度ppm 1.88 2.0 8 2.1 6 2.04 2.99 3.D8 0.80 1.3 1 1.43 0.40 0.85 1.15 
除去量制。a.y 1aa 20.・8 21.6 4 0.8 59.8 61.6 40.0 65.5 71.5 4 0.0 85.0 1150 
3.44 0.91 0.10 0.02 三481.31 D.32 0.12 3.89 2.68 1.57 0.98 4.88 4.08 3.65 3.20 
N 2.53三343.42 2.17 3.16 3.36 1.21 2.32 2.91 0.80 1.23 1.68 
，回、
25.3 3五.4342 43.4 6三267.2 6 0.5 1160 1455 80.0 1230 1600 
ドー －－ 以
下
556 2.81 0.63 0.24 7.89 5.52 2.62 1.73 9.43 7.60 SAO 4.1 5 5.36 5.11 4.69 428 
v 
同 2.75 4.93 5.32 2.37 527 6.16 1.83 4.03 528 0.2 5 o.6 7 to a 
じ 27.5 49.3 53.2 4 7.4 1osa 1232 91.5 201.5 2640 25.D 67.D 10即ド開田町
、~ 3.D2 0.80 0.19 0.08 五57 1.47 0A8 027 五81 2.60 1.61 1.22 三352.76 222 1.91 
可E 222 2.83 2.94 2.1 a 3.0 9 3.30 121 220 259 0.59 1.13 1.44 
222 2a3 2呪~4 42.0 61.8 66JJ 60.5 1100 1295 59.0 1130 1440 
表－ 2-16 NH3-Nの除去
群 I n m N v 
20m/daア 塩ピ管 塩ピ管砕石 塩ピ管砕石
4 7.7 1 7.4 1 7.8 1 2. 3 
3 2.7 1 2. 7 3 6.7 2 a 4 
4 3.5 4 2. 8 3 5.1 2 1.5 
3 0.0 3 0. 5 2 5. 8 1 0.8 
4 5.7 5 0.2 1 a 1 守.6 
NH3-N残留率 2 5.2 2 7.5 5 5.8 4 9.6 
3 7.8 2 2.0 5 9.6 6 5. 4 
1 3.7 1 0.3 7 6.9 5 7.3 
1 6.1 as 4 7.2 3 4. 1 
幽白‘。、 3 a 2 1 a 6 5 3.2 4 5. 9 
5 2. 7 5 7.2 7 4. 1 7 6. 9 
5 6.2 4 4. 5 
4 a 4 5 5. 5 
6 2.6 5 2. 4 
5 6.0 4 6. 8 
6 9.8 7 2. 1 
6引： 9 6 3. 8 
NH3-l!坪均残留率 3 4.8 2 7.1 5 0.8 4 3. 9 
除去率 6 5.8 7 2. 9 4 9.2 5 6. 1 
（纏ピ管，砕石1段処理）
表－2-17 NH3-Nの除去
群 I I・ Jl JV v 
100m/day 塩ピ管 砕石 塩ヒ管 砕石 塩ピ管 砕石 塩ピ管 砕石 塩ヒ管 砕石
2 &6 4 4.9 5ス5 3虫O 5 6.6 1 1.4 6 3.1 4 7.2 9 4.8 9 2.0 
6 2.4 4 5.5 4 6.4 3 2.8 5 5.1 3 6.5 8 0.3 5 5.7 7 9.1 7 9.1 
5 2.8 1 6.7 a9 7. 8 4 3.8 1 7.5 6 5.9 3 4.1 7 4.5 7 4.5 
5 5.1 3 1.9 2 4.0 1 5.1 6 6.3 3 2.5 8 4.6 7 1.9 8 7.8 8 &6 
5 7.8 2 2.2 9. 8 境8 4 6.4 1 7.6 8 7.0 6 0.6 8 6.4 9 2.6 
NH3-N残留率 6 2.8 4 ao 1 6.7 3 0.3 6 6.9 4 0.0 7 4.6 5呪8
6 a4 5 5.3 3 5.8 2 9.1 6 7.1 4 0.9 
5 2.0 4 a6 5 3.9 6 0.7 5 4.1 1 9.2 
1. 6 1. 6 2 9.8 2 9.8 8 5.7 5 2.9 
E4司l
2 5.6 3 0.8 5 0.0 2 6.7 7 5.9 3 &3 
2 7.2 7. 6 4 1.8 1 6.4 6 7.0 3 0.3 
4 &3 4 4.3 2 2.6 1 1.0 7 1.3 3 3.6 
5 2.4 3 3.1 2 2.6 1 &3 1 7.4 。
5 7.0 3 4.1 6 2.4 1 4.9 7 1.3 5 1.3 
5 9.0 5 2.9 7 3.8 4 1.8 7 1.2 4 a9 
7 1.0 1 5.0 7 9.4 4 ao 
6 7.2 1 7.2 6 2.0 2 3.1 
7 1.0 7 1.0 6 4.2 4 0.0 
6 呪~ 5 3 7.2 7 9.5 5 4.1 
6 9.4 3 3.4 
、 5 7.4 史8
NH3ー 炉F均残留率 5 1.2 3 4.5 4 5.8 2 7.0 6 3.2 3 3.5 7 5.9 5 4.9 8 4.5 8 5.4 
除去率 4 as 6 5.5 5 4.2 7 3.0 3 6.8 6 6.5 2 4.1 4 5.1 1 5.5 1 4.6 
（塩ピ管，砕石 1段処理）
表－ 2-18 AB Sの除去（ 3段処理）
群 流 速
1 Om/day 20m/day SOm/daア 100m/day 15 0 m/iれア
原水 1段 2段五段 原水 1段 2段 3段 原水 1段 2段 5段 原水 1段 2段 5段 原水 1段 2段 5段
I 平均渡島pm 0.46 7 0.3 0 9 0.2 2 4 0.2 0 4 0.678 0.385 0.288 0.237 o.3 2 9 n 2 81o.18 8 0.18 s (1233 0.230 0.170 0.157 0.369 0.321 0.291 0.273 
I 曹 且344 0.2 14 0.1 81 0.1 6 6 且2620.190 0.153 0.131 Q299 0.243 0.193 0.172 0.570 Q.455 0.402 0.326 
li I 。566Q359 0.263 0.235 。5990.376 (1244 0.180 且3940.334 0.256 0.190 。3800.315 0.265 0.263 
14∞ 
N 田 o.866 0.604 0.424 0.339 0.778 0.498 0.342 0.335 Ll70 0.918 0.876 0.589 L230 11955 0.895 0.700 
v 開 L597 L142 0.916 0.693 2.325 L538 L050 0.830 2.778 L958 1.422 L348 2.687 2.282 L881 L695 
可E 世 0.752 0.516 0.394 0.323 且7780.530 0.342 0.314 0.957 0.718 0.557 0.481 L171 0.989 0.823 0.732 
」ー
表－2-19 :P Rの変化（ 3段処理）
1 Om/day 20m/day SOm/day 100m/day 150m/daア
群 流 速
原水 1段 2段 5段原水 1段 2段 5段原水 1段 2段 5段原水 1段 2段 5段原水 1段 2段 5段
I 平均pH値 7. 22 7.16 7.24 7.82 7.30 7.15 7.20 7.9 3 7.1 2 6.9 6 7. 1 2 7.5 0 6.97 7.0 3 7.10 7.33 7.03 7.07 zos 7.23 
n 曹 7.05 6.88 6.98 7.55 7.06 6.98 7.14 7.46 6.97 7.0 8 7.12 7.38 6.97 7.0 7 7.0 8 7.1 8 
' 
. 
対2 m I 6.98 7.08 7.08 7.75 6.9 6 7.0 3 7.0 3 7.77 6.95 7.00 7.03 7.58 6.90 6.9 7 7.00 7.13 
IV 曹 6.98 6.85 6.85 7.23 6.92 6.87 6.88 7.25 7.00 6.95 6.9 3 7.0 5 7.0 3 7.0 7 7. 10 7. 1 7 
v 軒 6.9'6 69 0 6.8 4 6.9 6 6.93 6.93 6.88 6.95 7.0 2 7.0 2 6.90 6.94 7.00 6.98 6.95 6.98 
竃 』F 7.0 8 7.0 2 7.05 7.52 7.0 1品.97 7.00 7.4 .7 7.01 7.01 7.03 7.29 6.9 8 7.0 3 7.0 5 7.1 6 
表－ 2-20 濁度の除去（ 3段処理）
群 流 速
10吟／daァ 20再/a.aア 50司／包ay 1DOJIV'day 150砂ぺiay
原水 1段 2段 5段原水 1段 2段 3段 原水 1段 2段 5段 原水 T段 2段 5段原水 1段 2段 3段
平 均 濁 度 21.7 14.5 12.9 13.9 13.2. 11.1 a2 引~4 2a6 20.4 17.D 153 4 6.8 4 0.6 32.8 30.3 2a7 21.9 1z1 1a3 
I残留率（対原水）係 66.8 59.4 64D 843 61.9 71.0 71.4 59.5 53.4 86.7 70.1 64.6 76.3 59.6 63.7 
除去率（ I ）係 33.2 40.6 36.0 1 s.7 3a1 29.o 2a6 4 0.5 4 6.6 13.3 2呪935A 23.7 40.4 363 
平 均 濁 度 31.3 11.8 50 5A 39.0 2呪5 14] 10.6 3 1.3 2 5.4 2 0.6 1 7.8 31.4 30.9 255 24.8 
Il 残留率（対原水）係 3 7.6 1 6D 1 7.2 7 5.6 3 7.7 27.2 81.1 65] 56.9 9 a4 a t2 7 9.o 
除去率｛ E’ ）¢ 62A 84D 82.8 24A 623 72.8 18.9 34.3 43.1 1.6 1 as 2 to 
34.3 22.6 12.8 19 3 9.9 3 2.7 1 4.9 1 4.1 41.6 46.8 4 5.1 3 a1 49.8 42] 422 37.7 
INO－ 
m 碑 66.1 37.2 555 81.9 3 7.2 35A 1123 108A 91.6 85.6 84.6 7 5.6 
33.9 62.8 4 45 1 a1 62.8 64.6 -23 -M 8A 14A 15A 24A 
428 14.1 as 6.4 32.7 19.5 1五5 9.7 47.5 25.8 2五D 21.7 40.0 31.5 27.7 21.5 
N I 33.D 19.9 14.9 59.5 40.6 29.6 5 4.4 4 8A 4 4.9 7a8 6呪253.8 
67.0 80.1 85.1 40.5 5虫4704 4 5.6 51.6 55.1 21.2 30.8 462 
30.5 11.2 SA 4.1 30.1 15.6 10.8 7.8 37.o 2a9 2t1 16.3 3a7 47.1 40.3 343 
v 開 3 6.8 1 7.8 1 3A 51.9 35.7 25.7 78,1 57,0 4 4.1 121.8 1043 8a8 
63.2 822 86.6 4a1 643 74.3 21.9 43.D 55.9 -218 -43 11.2 
2a7 14.6 10.1 1 o.9 325 223 12.9 1 0.5 35.6 2a5 242 20.7 40.s 3a9 33.4 29.a 
可E I 50.9 35.1 3aO 68.7 3呪7323 80.1 6aD 5a3 9 6.2 825 73.5 
49.1 64.9 62D 31.3 60.3 67.7 19.9 320 41.7 3.8 1 7.5 2 6.5 
表－ 2-21 過マンガン酸消費量の除去（3段処理）
群 流 速
10m/ciay 20ny'daア SOny'day 100吟／包ay 150吟／包ay
原水 1段 2段 3段 原水 1段 2段 3段 原水 1段 2段 3段 原水 1段 2段 3段 原水 1段 2段 3段
平均KMn04.ppm 1L38 9.90 9.31 9.77 12.17 12.70 10.75 1且3312.20 1L07 8.40 8.30 15.01 1 0.91 9.3 7 8.65 1L63 1L4 5 10,31 1L2 l 
E雑留率（対原水）係 81.0 81.9 、85.8 104.3 8 8.3 Hι 90.8 6 8.9 68.1 7 2.7 62ι5 7.6 98.5 8S:7 9日
除去率（ I )% 13.0 18.1 14.2 -u 1 L7 15.2 9.2 3 ll 3L9 27.3 37.6 42.4 LS 1L3 17 
1 3.38 1 1.29 8.46 9.11 15.85 llOZ 量69 8.48 虫08 8.86 8.61 9.3 2 1 2.74 1 2.30 1.7 8 1 L4 2 
I I 84.3 6 3ι6 8.1 87.0 7 6.5 6 6.9 9 7.6 94.7 102.6 96.6 92.S 89.7 
15.7 3 6.6 3L9 110 2l5 311 2.4 5.3 -2.6 14 1.5 10.3 
13.77 11.91 11.45 11.76 17.38 15.59 11.11 lQ.56 113 6 115 0 14.13 1 2.90 117 3 1.3 8 12.00 lQ.77 
f唱 m 開 8 6.5 812 8 5.4 8虫7 619 60.8 101.1 105.7 9 6.6 8 2.8 8 7. 4 7 8.4
ー 115 16.8 14.6 10,3 3 6.1 3虫2 -1.1 -5.7 l4 11.2 1 2.6 2L6 
U68 10.37 9.29 8.67 1161 1L46 to.42 8.7 0 21.6 4 16.5 7 16.89 15.9 4 2 2.83 19.88 1 9.07 18.4 3 
lV If . 70,6 613 5 9.0 8 4.3 7 6.6 619 7 6.6 7 8.1 716 8 7.1 83.5 80.7 
29.4 36.7 HO 1 5.7 214 3 6.1 2 3.4 21.9 2 6.4 12.9 1 6.5 19.3 
27.66 18.93 17.45 15.79 30.25 24.17 22.91 2l93 H09 29.05 25.35 22.93 2 2.72 2 3.26 21.8 3 18.3 0 
v If 68.S 63.l 57.1 7色9 7 5.7 7 2.5 8 5.1 7 4.4 6 7.3 102.4 9 6.1 80.5 
3l5 36.9 4 2.9 2o.1 2 4.3 2 7.5 14.9 25ι3 2.7 -2.4 3.9 19.S 
16.05 12.39 11.24 11.07 15ι6 1186 12.04 10.91 18.09 15.97 14.80 H.04 17.2 8 1 5.72 14.8 6 13.44 
電 開 7 7.2 7QO 67.0 87.3 75.9 68.8 8.3 81.8 7.6 91.0 86.0 7.8 
2 2.8 3QO 33.0 12.7 Hl 31.2 1.7 !8.2 2 2.4 世0 14.0 2 2.2
4 放射性廃棄物のセメント固化に関する研寛
村田二郎
原子力発電所からの排出される放射性廃棄物のうち、 Bw R型発電所の樹脂再生廃
液溌縮液会よびフィルタースラッジをとりあげ、海津投棄を最終処分とするセメント
固化体の固化技術Kついて研究した。
セメント固化体の製造条件はつぎの通りである。
1 ）廃棄物とセメントとの混合方法はイ y ドラム方式Kよるものとし、混合物のフロ
ー値は26 0らL上とする。
2）液状廃棄物の場合は適当念保水剤の使用Kより分離を防止する。
3）固化体は化学的K安定であるとと。
4）固化体を深海K投棄した場合一、予想される水田明し十分念耐力と剛性を有すると
と。予想水圧は最大40 0句／ct!とする。
5）固化体の比重は1.2以上とする。
上記1）、 2）、 3）かよぴ5）の条件を満足する固化体の配合条件を決定し、主
軸圧縮試験を行念って4）を確め、さらK固化体の長期安定性を検討した。
I 樹脂再生廃液のセメント固化実験
(1）廃液試料
G E社示様書tc.tりNa2S04. 25~溶液とナる。
(2）配合試験
( i ）試験概要
普通ボルトランドセメント、高炉セメント C種、保水剤としてベントナイトを
用い、ベントナイト比V/(C+V)=10～30＊，、廃液比Wa./(C+V) =70～11 0 
¢とした 19種の配合Kついて、コYシヌテンシ一、プリージング、 4週単軸E
織強度会主び化学的安定性を検討した。
(j）試験結果bよぴ考察
ィ）普通ボルトランドセメ Y トを用いた固化体は多量のエトリンガイトの生成
Kより膨張破援をなとしたので、普通ポルトランドセメントの使用拡適当で念
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ロ）高炉セメント 0種を用いた固化体は4週単軸庄縮強度が20 0匂／cd来測
のものは化学的安定性Vてないて不安がある。したがって028~2 0 0匂／era
の品質のものを用いるのが安全である。
ハ）セメ Y ト混合物から廃液の分難を防ぐため、ベントナイトを 10 ~与しk用
いる必要がある。
以上の諸点を考慮して表1の4種の配合を遇定し、三軸圧縮試験を行うとともK
畏期安定性を検討した。
(3）三軸E縮試験
(jl試験概要
V/ (C+V) =10係、 Wa/(C+V) =70、80~よr>;9 0 ~の固化体｛表りに
つき、最高10 0、20 0、30 0 ~よび 4 0 0句／cdまで三軸均E状態K保っ
たのち、軸庄のみ増加して破鰻強度を求めるとともK、との聞の軸方向~よぴ円
周方向の変形性状を検討した。
(j)試験結果かよび考察
各配合の固化体の均匡状態t'C~ける縦横ひずみ、弾性係数等を表 2tc示す。と
れらの背値は投棄体の設計上の基礎資料を与える。
圧力10 0句／cd程度（水深1,0 0 0 m）の場合Kは、単軸圧縮試験結果から
式（1）を用いて、三軸均臣下の変形量を推定できるが、とれ以上の水深の場合Kは
園化体が盟性域K入b、推定でき念い．
&:-t-2~ ~＝f ( 1ー争 ＝e自（ 1ーか－一－（1)
と ~tc e : 三軸均E下の縦ひずみ
ea : 単軸圧縮下の縦ひずみ
o =01 = 03 
m : 単軸庄縮下のポアソン数
oi : 縦庄応力
03: 側正応力
また、 01、03、ocの関係はま町2）で与えられる。
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(4）長期安定性試験
( i ）試験概要
V/ (C+V) =10がよぴ20 tf,、Wa/(c+ V) =7 o 、 80:1.~.t び 9 0 tf,の由化体
（表1)Kっき、（a関紙剤を塗布して空中K5ヶ月貯蔵、仲間紙剤を塗布して4
週空中貯蔵、以後5ヶ月水中漫演、との聞の固化体の外観がよぴ単軸強度の経時
変化Kより安定性を評価した。
(i）試験結果なよび考察
いずれの固化体も 4週以後ひYわれが発生し、相当の強度低下を示し、安定性
K欠けているととがわかったので、固化体の配合Kっき再検討した。す念わち、
ベy トナイトの代り何ポゾラン質の膨張けつ岩微粉末を使用した。その結果、膨
張けつ岩徴粉末を用い、廃液比80係程度以下であれば長期間安定であるととが
認められた。 （図 1) 
I フィルタースラッジのセメント固化実験
(1) スラッジ試料
セルローズ（セラフロック 10A)K7.9婦の酸化第二鉄を添加、含水率を60 
¢として用いた。
(2）配合試験
( i ）試験概要
普通ボルトランドセメントbよび高炉セメント C種を用い、水比W/(C+S) = 
4 0～1 2 0婦、スラッジ比S/(C+S) =2～1 2係の広範囲念組合せKっき、
コンシステンシ一、ブリージング、 4週単軸圧縮強度、化学的安定性を検討した。
(i）試験結果なよび考察
普通ボルトランドセメントを用いた場合のほうが固化体の硬化が良好で強度も
大き〈有利である。
水比が50 %以上の場合は分離がいちじるし〈、 40%以下の場合はインドラ
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ムミキシングに必要左コンシステンγーが得られ念い。実用できる水比は42～ 
4 5 '16であって、との場合のスラッジの混合比は9～11 '/Jと念る。
以上の実験結果から表3l'C示ナ2種の配合が選定できる。
(3）三軸圧縮試験
( i ）試験概要
水比45 %、スラッジ比11 %の固化体Kっき、廃液固化体の場合と同様の試
験を行う。
(i）試験結果会主ぴ考察
試験結果を表4l'C示す。スラッジ固化体のほうが廃液固化体よりも幾分剛性が
小さい。 01、03、ocの関係は式（3）で与えられる。
li3 .lil 1.97 一子＝－0.142+0.167片づ －一一一－（3).。。，E2 
(4) 長期安定性試験
水比45%、スラッジ比 11 %の固化体を 5ヶ月空中貯蔵したときの単軸圧縮強
度の経時変化は図2l'C示すようで、化学的K十分安定である。
ロまとめ
(1）樹脂再生廃液のセメント固化体の配合は、高炉セメント 0種bよび保水剤とし
て膨張けつ岩徴粉末を用い、廃液比80%以下、保水剤比10 %程度とするのが
適当である。との混合物のフロー値は26 0以上、固化体の比重は約 1.7、単軸
圧縮強度は約20 0 kg/ ci4で、長期間化学的K安定である。
(2) フィルタースラッジのセメント固化体の配合は、普通ボルトランドセメントを
用い、水比45%、スラッジ比11 % （単位スラッジ量13 0句／rf）とするの
が適当である。との混合物のフロー値は約26 0、固化体の比重は約1.8、単軸
庄縮強度は約210kg/ci4(3ヶ月）で、長期間化学的K安定である。
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表 1 樹脂再生廃液固化体の配合
高炉セメント 0種使用
ベントナイト 廃液比 単位量（由化体1rf当り） ＋ ＋＋ フロー 比重 単（句軸／圧c縮rf)強度比（的 (%) または
セメント ベントナイト 廃 液 流下時
8マV/C+V Wa/C+V C 何1 マ号。。 Wa Qft;.) 間 p 020 
7 0 8 5 9 9 6 6 6 8 2 7.9 1. 8 5 2 5 4 3 0 9 
1 0 8 0 7 8 5 8 7 6 9 7 1 4.7 1. 7 9 2 0 8 2 2 4 
9 0 7 2 2 8 0 7 2 2 7. 1 1. 7 4 1 7 3 2 2 3 
2 0 8 0 6 8 9 1 7 3 6 8 9 1 3.0 1. 7 6 1 7 7 2 1 2 
持 フロー30 0らL上のコンシステンシーのものはZロートを用いて流下時聞を測定
骨骨 封減期lj（マスターシール）でγ ルーし、 20℃の室温K貯蔵、供試体寸法0Sx10cm
持持持 供試体表面への分離浮上結晶物の重量
株券持持 材料単価： i高炉セメント＝ S.4O 0円／t ベントナイト（250meeh)=10丹句
＋＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋＋時発
プリー 単 価
ジング
(!I) 円／rf
一 5, 6 0 0 
2.0 5, 1 0 0 
2.5 4. 7 0 0 
1. 7 5. 4 5 0 
N 、s
表2 樹脂再生廃液固化体の三軸E績試験結果
軸庄
事pよび 固化体の配合 ひずみ（x10-G) 弾性係数x105（句／品
側圧
0~3 W砂ぺC+V) τl"(C+V) 縦 横 縦 横
仰／d) ci> （~） εe 6七 Ee Et 
4 0 0 7 0 1 0 2 3 7 0 2 5 4 0 1. 7 1. 6 
4 0 0 8 0 1 0 4 0 9 5 4 5 5 3 1. 0 0. 9 
1 0 0 6 1 5 4 8 5 1. 6 2. 1 
( 1.7) 
200 1 3 1 7 1 1 4 8 1. 5 1. 7 
9 0 1 0 ( 1.3) 
3 0 0 2 3 9 5 2 9 9 7 1. 3 1. 0 
4 0 0 6 4 7 5 7 3 0 0 0. 6 2 0. 5 5 
(1）試験値は供試体5個の試験値の平均値である。
.(2) ( ）内は単軸試験からの推定値 8=C!aいーか、 m=4を用いる。
破壊強度 単軸圧縮
C!e 強度
一 δlU oe C!t 
Ck9/d) （句／d)
0. 9 9 6 7 3 3 7 
0. 9 9 2 4 2 8 7 
1. 3 4 5 0 
1. 1 5 7 0 
2 1 5 
0. 8 6 6 8 
0. 9 7 8 9 
表5 ヌラッジセメント固化体の配合
普通ポJレトランドセメント使用
水 比 スラッジ比 単 位 量（固化体 1rf当り） ＋ ＋＋＋＋ 
比 重 4週単軸 単 価
W/C+S S/C+S スラッジ s{k9) 
セメント 酸化第二鉄 水 圧縮強度
湿 潤
0 何｝ 乾燥状態 T 仰） w ~9) 
（ヲ6) （？の （含水率60係） :p あ（句／cnD 円／rf
1N∞l 
4 2 可 1, 1 5 8 1 1 4 4 6 3. 6 5 3 4 1. 8 5 2 2 0 7, 1 8 0 
4 5 1 1 1, 0 7 6 1 2 9 5 3 4. 2 5 4 4 1. 8 0 1 4 0 6. 6 7 0 
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表4 ヌラッジ固化体の三軸圧縮試験結果
W/{C+S)=45% S/{C+S)=11% 
軸 庄 ひ ず み 弾 性 係 数 破壊 単軸庄
なよび （× 1 0 -e ) x 1 01 （句／~） 強度 縮強度ee 
側 圧 et. 01u oc 01=03 縦 横 縦 横
(k<;/ CT!) ea et Ee E七 〈句／ci!) 〈句／ci!)
1 0 0 1 5 2 3 2 0 9 5 0. 6 5 0. 4 8 0. 7 4 1 0 
2 0 0 2 0 9 8 2 3 7 3 0. 9 5 0. 8 4 0. 9 4 6 7 
1 7 9 
3 0 0 3 1 9 8 2 6 5 0 0. 9 4 1. 1 1. 2 5 8 4 
4 0 0 9 0 5 8 7 5 2 7 0. 4 4 0. 5 3 1. 2 6 8 6 
試験値は供試体5個の試験値の平均値である。
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6 汚混の物理的・力学的性質についての試験
???
??
?????
(1）汚泥処理の問題点
現在、都市廃棄物は固形の「ゴミ」と流体の「下水jk大別され、前者は直接埋
め立てに用いるか、焼却している。後者の多〈は、そのま L河｝1 l'Cあるいは直接海
に放流して、水質汚濁の原因と念っている。その対策として下水道の普及が特効薬
のようK考えられているが、現在の下水処理方式Kは原理的念困難が存在している。
今ま v刊下水処理は河海V亡放流する処理水の水質ゃ処理効率を中心K考慮が払われ
除去した汚濁源物質の処分方法は副次的在位置しか占めてと念かった。しかし、汚
濁源物質の除去を考えるなら、生下水を受け入れ処理し放流する・流れ・の工程よ
りも、残留固形物の処分の方が本質的左工程と念らねば念ら念いはずである。汚れ
た水を入れるときれい念水が出て〈るよう念・魔法の箱・念ど在りはし念い。下水
の絶対量の増大や処理効率の上昇Kよって汚泥量が増えると、固形物処理がにわか
K注目され出した。従来の考え方では、生下水の害を汚泥の害l'C移しかえるだけで
困難はほとんど解決されず、下水道管路と処理施設の莫大念投下資金の効果はきわ
めて低いという状態K念るであろう。固形物は総下水量の 1'1にも達するのである。
残留固形物を含む汚泥が有効K処分できる念ら、現在の方式も一貫性あるものと
いえるのであるが、高含水比、高有機物の汚泥は処理が非常K困難である。初期K
は周囲K農村をひかえ排出量も隈られていたので、肥料として大地に還元するとと
もできたが、現在では化学肥料Kとって代られ、莫大念量の汚泥は埋め立てあるい
は海洋投棄Vてよって処理されているのが現状である。とのよう念やり方Kよっては
自然の循環の中K組み込むととは不可能であり、解決の途は見出されてい念い。下
水道自体が’フンズマリ’ K~る日も逮〈老いものと思われ、下水道一末端処
理という方式自体が再検討され左ければ念ら念いだろう。
念b、活性汚泥法によっては重金属念どの有毒物質の除去は十分期待でき念いし、
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除去できた分も汚泥中に移行するだけである。処理場を通せばどん念工場廃水もき
れいK念るというものでは念い。畜産・パルプ~Eの高有機物廃水の生物的分解は
原理的Vては可能であるが、分解効率もそれほど高〈念〈、量の増大は致命的を困難
を生じる。
(2）試験の目的と内容
与L上のよう念困難をかかえた汚泥処理の問題点をより明確にするためK、現在排
出されている汚泥の諸性質を調べるととにした。
東京都なよびその周辺6個所の下水処理場から真空脱水した汚泥、ヌラッジ・ケ
ーキを採取し、含水量と有機物量を測定した。それKよって、ケーキの大まか念性
状を知り、各処理場~よるケーキの性質のバラツキをシさえてbぐとと K した。
ついで、今までほとんど手がつけられてい念かった汚泥の力学的性質を、透水性
・圧縮性・強度を中心K調べた。試験期間と測定器の制約があったので、力学試験
は芝浦処理場のものについてのみ、以下の項目Kついて》と念った。
①変水位透水試験Kよる透水係数の測定
②圧密試験による匡密係数の算定とそれにもとず〈透水係数の推定
③ 庄密試験による圧縮指数の算定
＠一面ぜん断試験Kよる強度の測定
ζれらのデータは、脱水ケーキを埋め立て念どK利用し工うとする場合、造成地
盤の安定性・支持力・沈下量・沈下速度念どを検討する基礎的資料と在る。そのよ
う左検討は具体的念環境条件や施工条件が設定され念いと意味が念いので、今回は
力学的性質を中心K記述し、推測される工学上の問題点Vてついて一般的念指摘をす
るKとどめた。
(3）含水比と強熱減量
各処理場から採取した脱水消化汚泥（砂町のみは生汚泥を併記） ~ついて、全重
量を 10 0 とした場合の、水・無機物・有機物の重量を表－ 1~示す。合せて、通
常の指標と念っている含水比＝乾燥重量に対する水の重量（境界は 10 5℃）と強
熱波量＝乾燥重量に占める有機物（6 0 0℃で消失）の重量割合、を記した。念会
? ??
約8ヶ月間ピン中K保存した試料Kついても測定を行ったので、それらの結果を表
-2 l'L示す。以上の結果から明らかVて在った事項を列記すると、次の通りである。
① ケーキの含水比は25 0＂＇前後である。
②生汚泥を直接脱水したケーキの含水比は約32 0婦であり、嫌気性消化を経
て脱水したケーキの含水比より大きh。
＠ ケーキ中の有機物量は、全処理量K対し工場排水の占める割合が大きい処理
場のケーキで高〈念ると思われる。たとえば、浮間処理場は工場排水専用K近
〈、入江崎も工場排水の比率が大きい。
＠ 8ヶ月開放置し先後のケーキの性状は、生脱水を除きほとんど変化し念い。
消化汚泥中の固形物は徴細Vて砕かれて全体が一様念液状と念り、 PH 1 1程度
の強アルカリ中での生物活動は不可能と恩われる。とれに反して、生脱水ケー
キでは微粒固形物内のPEがもっと低〈、生物活動の余地があると考えられる。
事実、ケーキ表面には集落状のカピが生え、多量の水が生じていた。
(4）透水係数と庄密速度
圧密圧力K対する透水係数の変化の様子を両対数グラフにして図－ 1 l'L示す。変
水位透水試験l'Lよる測定結果をx印で、庄密試験の圧密係数から推定した値をO印
で記入してある。透水係数は不安定でパラツ〈性質があるととを考えると、両者は
よい一致を示している。
との図から、圧縮の遂行tてよって透水性は箸し〈低下するととがわかる。したが
って通常の庄密解析を行念うKは困難があP、庄密係数の変化を考慮K入れねば
念ら念い。圧密過程にかける透水係数の変化を参考のためK式で示すと次のようK
念る。
k *= 7.2 + 1. 4 logp 
k持＝－ logk 
k ＝透水係数 cm/seo 
p ＝庄密荷重 句／d
0. 1くpく10 
また、含水比低下K伴念う透水係数の変化を図－ 21'(示ナ。
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庄密係数ovの値はP=0. 1～1. 0句／CJIの範囲で 1～2x 1 0 －‘ Cfl/min 
のオーダーをもって会夕、 50 '1>、90 '1>圧密K要する時聞は、層厚を 1mとして
試算すると、それぞれ6年、 .30年といった程度と念る。とれはあ〈までオーダー
的念意味しかもってい左いが、通常の沖積粘土K比しでも、非常K長期Kわたる沈，・
下を予想し念〈ては念ら念い。
100 
T50・（ー） 0.197x←ー）．
七50= ー ＝ てー＝2.46～4.92x1o-" min 
Cv 1～2x10 -
T90・件） 2 
t9 O＝』＝
c v 
宇 1.7～3.4x1 O 3 day 
1 0 0 
0.8 48 x （一方一），ー＝0.106～0.212x108 min 
1～2x 1 o -
= 0.7～1.5x10., day 
(5) 圧縮性と沈下量
側方変位を拘束した通常の匡密試験結果を、間際比と匡密圧力の関係（e～10gp
曲線）として図－ 31'( 示ナ。圧力が2句／cd以下では非常K主〈直諌に載って$＇－ ！＞、
との勾配で定義される圧縮指数OCの値は1.2～1. 3といった大きさをもっている。
c C が 1 を越えるのは、軟弱念粘土~ cl'C較べても大き念圧縮性を示している。
たとえば、との脱水ケーキを 0.1匂／CJI、 1k9/ ci4で庄密すると層厚はそれぞれ
3/4以下、 1/2以下K念ってしまうととK念る。
e 0=3.6 8 , e 0.1 = 2.4 , e 1.0 =1.2 であるから
3.6 8-2.4 円r>o.1＝寸τ3:68-= 0.2 7 4 
?
(6) 圧密されたケーキの強度
一面せん断試験機Kよる圧密急速せん断試験の結果を図ー4l'C 示す。垂直応力に
よって強度がいくら期待できるかという強度特性は優速せん断試験Kよって得られ
圧密急速試験ではせん断時K発生する間際水圧が不明であるので、メカェズムとし
-35-
ての強度特性は得られ念い。しかし、載荷Kよる圧密？とよってどのよう念強度増加
が期待できるかは、全応力解析vc~除いては圧密急速試験の結果から知るととができ
る。それは大よそ次式によって表示できる。
T=p×七an0 
T：せん断強度 kg/d
p：庄密圧力＝せん断時の全応力 kg/cd 
¢：強度増加を表わす ind白：z
今回の試験から、回は約2S' であるととがわかるので、たとえば、 1kg/cdの上
載荷重Kよって圧密が完了すれば、 4.5 t /rrf程度のせん断強度が完勝できるとと
に念る。ただし、との値はピークロードであるとと、一面せん断はやや過大念値を
示ナとと、クリープ特性を考慮せねば念ら念いとと、念どの問題は残されている。
との強度発生メカニズムは、庄密Vてよる土の骨組の緊密イt~てよると考えられるの
で、含水比低下による強度増加の傾向を求めると、図－SA、SBのように念る。
図－ SAは含水比の逆数1/Wの関数として、図－5Bはlogw，の関数として、せ
ん断強度を図示したものである。上式と（5）の結果から、 WとTの関係を推定してみ
ょう。
白＝G・W
・.iosT一旦－ ~· W +log po+ log tan必-Cc Cー
との式Kかいて、 0=25° 、cc = 1. 2、po=0. 1 kg／~、自 o= 2. 4、G=
0. 8 を用いると、
log T =2-t W + 1 + 1. 6 7 ＝÷（ 1 -W) 
が得られ、とれは図ーSBK鎖線で記入しである。当然、測定値O印とよい一致を
示すが、 O印をつらねた線よりややゆるい勾配をもっている。とれは、上式のG ( 
固体部分の比重）が圧密tてよる含水比低下Kとも念って、見掛け上減少していると
とを示している。今のととろとの理由は不明である。友会、 G=0. 8という値は通
-36-
常の土粒子の比重2.6～2. 7と較べて著し〈低いが、とれは有機物含量が非常K大
きいととを考慮しても過小だと思われる。とのよう念’土・ K対しても、通常の土
質力学で用いられる解析方法が適用できるかどうかは明らかではをいし、適用可能
であるとしても、｛困hの係数のもっている意味は変って〈るであろう。
表－ 1
3成分重量百分率
処理場
水 有機物 無機物 含水比栴） 強熱減量旺妨
砂町幽 7 6.3 1 0.5 1 3.2 3 2 1 4 4.4 
砂町｛消1 7 0.0 1 0.4 1 9.6 2 2 3 3 4.5 
ぷロs、 7 0.5 1 3.3 1 6.2 2 3 9 4 5. 2 
芝 浦 7 4. 1 8. 4 1 z 5 2 8 6 3 2.5 
入江崎 7 2. 5 1 4.1 1 3.4 2 6 4 5 1.5 
浮 問 7 4. 4 1 5.1 1 0.5 2 9 0 5 9.3 
表－ 2 ( 8ヶ月後）
3成分重量百分率
処理場
水 有機物 無機物 含水上櫛） 強熱減量妨
砂町制 8 1.8 色．守 1 1.3 4 5 0 3 8. 9 
砂町倒 7 1.3 1 0.2 1 8.5 2 4 8 3 4.2 
ぷロa、 7 1.0 1 2.9 1 6.1 2 4 4 4 4. 6 
芝 ？曾 7 3. 0 1 1.7 1 5.3 2 7 0 3 1.7 
入江崎 7 2.0 1 5.3 1 2.7 2 5 6 5 4.5 
浮 間 7 4.4 1 4.9 1 0.7 2 9 0 s a 3 
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